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はじめに 

ハ ク バ サ ン シ ョ ウ ウ オ Hynobius 

hidamontanusは日本固有種で，新潟県，長

野県，富山県，岐阜県の一部に分布する有

尾目サンショウウオ科のサンショウウオで

ある（関・松井，2021）．本種は 1987 年に

新種として発表された後（Matsui,1987），

岐阜県と富山県の個体群がヤマサンショウ

ウオ Hynobius tenuis として記載されたが

（Nanbu，1991），その後の遺伝子研究によ

りハクバサンショウウオのシノニムである

とされた（Matsui et al.,2002）． 

富山県では，これまでに魚津市，上市町，

立山町，旧大山町（現在は富山市），富山市，

旧八尾町（現在は富山市），旧利賀村（現在

は南砺市）から記録はあるが（例えば,湯浅，

1994；南部，2001；森ほか，2011；草間ほ

か，2018；森ほか，2020 など），そのほと

んどは 1980 年代から 1990 年代と古く，多

くの地点で現在の生息状況が不明である．

また，1990年代から現在までの間に，本種

は環境省のレッドリスト（環境省自然環境

局野生生物課希少種保全推進室，2020）お

よび分布している全ての県のレッドデータ

ブックに掲載されるとともに（長野県生物

多様性研究会・長野県自然保護研究所・長

野県生活環境部環境自然保護課，2004；富

山県生活環境部自然保護課，2012；岐阜県

生活環境部環境企画課，2018；新潟県県民

生活・環境部 環境企画課，2019），各県の

条例により保護されるなど（岐阜県環境企

画課，2003；長野県環境部自然保護課，

2003；富山県生活環境文化部自然保護課，

2014；新潟県環境企画課自然保護係，2021），

全国的に絶滅が危惧されてきた．以上のよ

うな状況を踏まえると，富山県内の現状が

不明な生息地の再調査が保護を図るために

は急務である． 

今回，富山県内において，近年の確認記

録がない地点の生息状況調査に加え，県内

全域での分布調査を実施したので報告する． 

なお，種の保全の観点から，詳細な生息

地名や位置情報の表記は控える． 

 

調査方法 

過去の記録から、富山県内における本種

の分布は８つの地域に分けられる．それら

をＡ～Ｈと呼称した．図 1 は，環境庁自然

保護局計画課自然環境調査室（1997）のメ

ッシュに従ってＡ～Ｈの８地域を示した図

である．８地域のうち，Ａ，Ｂ，Ｄ，Ｅの

４地域については近年の記録があるが（草
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間ほか，2018；森ほか，2020；森ほか，2011；

澤田ほか，2021），Ｃ，Ｆ，Ｇ，Ｈの４地域

は過去 10年間記録がなく，現在の生息状況

は不明である． 

以上の事を踏まえ、以下①～③の調査を

行った． 

 各調査は一時的な捕獲を伴う場合があ

るため，富山県自然保護課より指定希少野

生動植物捕獲許可を得て実施した． 

 

① 既知生息地における生息確認調査 

2020年に，過去に記録のあるＡ～Ｈの地

域において，生息の有無を調査した．目視

確認と手ダモを用いた採集を行い，本種の

卵嚢，幼生，成体のいずれかを確認した場

合は生息しているとみなした． 

② 未確認地域における生息確認調査 

2021年に，富山県内全域の分布記録のな

い地域（朝日町，黒部市，魚津市，滑川市，

上市町，立山町，富山市，南砺市の丘陵地

から山地にかけて）において生息調査を行

った．特に，Ａ～Ｈ地域の間にある場所は

重点的に調査した．本種は細流の淀んだ場

所や湧水のある湿地等の止水域で産卵する

ことから（関・松井，2021），調査対象地域

を踏査しながら産卵に適した同様な環境の

場所を主として捜索した．調査①と同様に，

目視確認と手ダモを用いた採集を行い，本

種の卵嚢，幼生，成体のいずれかを確認し

た場合は生息しているとみなした． 

③ 近年記録がない生息地の詳細調査 

2021年に，過去 10年間の記録がないＣ，

Ｆ，Ｇ，Ｈの４地域内で本種の卵嚢を探し，

発見した数を記録した．特に，文献記録お

よび富山市科学博物館の収蔵標本のラベル

を基に，記録地点と思われる場所とその周

辺は念入りに調査した． 本種の卵嚢を確認

した地点は「生息地」として，その位置（緯

度・経度）を記録した．生息地の範囲につ

いては，本種のような小型サンショウウオ

類の陸上での生活圏は繫殖地から半径およ

そ 100ｍとされるため（Kusano et al., 1984;

大澤・勝野，2006），生息地の間隔が 100ｍ

以内である場合はまとめて１か所とし，100

ｍ以上に離れている場合は別の生息地とし

た．  

また，本種の産卵期は標高や当年の気象

条件等により左右されるため，過去の記録

(南部，1996；南部，2001)などを基に対象

地域毎に調査時期を選定し，産卵がほぼ終

了したと思われる時期に卵嚢数を記録した．

 

図１ 富山県におけるハクバサンショウ

ウオの分布（黒塗りメッシュ：県内でハク

バサンショウウオが確認されている地域．

メッシュは環境庁自然保護局計画課自然環

境調査室（1997）に準拠．） 

 

結果と考察 

調査結果を表 1に示した．以下に調査①

～③および各地域における結果と考察を記

す． 
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【調査①～③】 

調査①の結果，これまでに記録のあるＡ

～Ｈの８地域全てにおいて本種の生息の有

無を確認した． 

調査②の結果，未確認地域において本種

の生息地は確認できなかった．  

調査③では，近年の記録がないＣ，Ｆ，

Ｇ，Ｈの４地域から９つの生息地（表 1の

C1，C2，C3，C4，F1，G2，G3，H1，H3）を

確認した．そのうち６つの生息地（C2，C3，

C4，G2，G3，H3）はこれまで記録がない新

たな産地と思われる．一方，過去に記録は

あるものの，卵嚢を確認できなかった地点

が２つ（G1，H2）あった． 

過去記録および各調査の結果から，本種

は富山県内の山地全域に広く分布している

のではなく，限られた地域に不連続に分布

していると考えられる．さらに，生息が確

認されている８地域間のうち，地域をまた

いで最も距離が近い生息地間（F1－G2間）

も約 7ｋｍ離れており，Ａ－Ｂ間，Ｂ－Ｃ・

Ｄ・Ｅ間，Ｅ－Ｆ・Ｇ・Ｈ間は大型河川に

より分断されているなど，地域間で個体が

交流している可能性は低いと考えられる．  

また，本調査ではいくつかの生息地にお

いて道路建設および行楽・文化・観光施設

開発，湿地の遷移等，環境の変化がみられ

た．本調査において新たな生息地を複数確

認したが，これは今まで精密な調査が行わ

れていなかったためと考えられる。以上の

ことから，1980年代から 1990年代の記録

と比較すると，富山県内における本種の生

息地の数および個体数が増加している可能

性は低く，生息環境の悪化によって，多く

の生息地で，個体群の孤立，個体群サイズ

の減少および消滅が懸念される． 

【各地域の詳細】 

Ａ地域 

富山県東部の丘陵地で，近年になって生

息が確認された地域である（草間ほか，

2018）．既知生息地（A1）は，標高が 170m

と富山県内では最も標高の低い生息地であ

り，他の地域から距離的に離れている． 

調査①では，生息を確認した．今後，周

辺地域も含めた現状把握が必要である． 

Ｂ地域 

富山県南東部の山間部で，南部（1996）

および森ほか（2011）に記録がある．南部

（2001）には，本種の記録地に「上市町」

との記載があり，この地域の一部と推測さ

れる． 

調査①では，生息を確認した． 

Ｃ地域 

富山県南部の山間部の集落跡に隣接した

広範囲な湿地とその周辺である．南部

（2001）に地名がみられ，同文献の富山市

科学博物館収蔵標本目録には，同じ地名の

標本（TOYA-Am-4091,4092）が記載されてい

るが，他にこの地域についての記述がある

文献はなく，生息地および生息状況に関す

る過去の記録は不明であった．１つの大き

な湿地を分断するように比較的最近に整備

されたと思われるアスファルト舗装の車道

が通っている． 

調査①で生息を確認し，調査③では，既

知生息地と仮定した C1 とその周辺から新

たな生息地（C2，C3，C4）を確認した． 卵

嚢は，湿地の一部や森林内の水たまりで確

認した．C1では，湿地の一部にある１つの

水たまりに 21 対の卵嚢が集中していたが，

卵嚢数に対して水域が狭いため，上陸まで

の生存率は低い可能性がある．この湿地は

81



広いが，他には本種が産卵に利用するよう

な場所は確認できなかった．湿地の広さや

卵嚢数などの状況から，以前は現在よりも

広範囲に産卵がみられ，個体群の規模も大

きかった可能性がある．湿地全体の環境お

よび植生は遷移が進んでいると思われ，今

後はさらに本種の生息に適さない環境とな

る可能性がある． 

Ｄ地域 

富山県内において最も多くの記録がある

地域で，近年の記録も多い（例えば,湯浅，

1994；南部 1996；南部ほか，1996；森ほか，

2012；森ほか，2013；森ほか，2014；森ほ

か，2015；森ほか，2018；森ほか，2019森

ほか，2020；澤田ほか，2021）． 

調査①では，生息を確認した．この地域

一帯は良好な生息地が多いと考えられるが，

南部ほか（1996）には，道路のアスファル

ト舗装化や側溝の整備により，「多くの産卵

場所や同地域の本種をヤマサンショウウオ

として記載した際に模式産地とした生息地

が消失した」という旨の記述がみられる．

このように，他の地域と比較すると生息状

況は良好であるが，過去と比べると多くの

生息地が失われたと考えられる．澤田ほか

（2021）は，現在の生息環境を維持してい

く必要性を指摘している．  

Ｅ地域 

富山県南部，山地の谷に湿地が点在して

いる地域である．近年になって分布が確認

された地域であり（森ほか，2020），Ⅾ地域

と距離が近い． 

調査①では，生息を確認した．今後，周

辺地域も含めた現状把握が必要である． 

Ｆ地域 

 富山県南部の山地とその周辺地域で，南

部（1996）に概況が記載されている．既知

生息地は，標高約 1500mと富山県内では最

も標高の高い生息地である．  

調査①では，生息を確認した． 

調査③では，沢の中の水が流れ落ちる水

たまりで１対の卵嚢を確認した．既知生息

地と同所か極めて近い場所と思われるため，

同所（F1）とした．周辺地域も含め，この

地点以外からは確認できなかった．また，

確認した卵嚢数は 1対のみであり，過去の

記録（南部，1996）も 4対と少ないことか

ら，この生息地周辺の個体群は極めて小さ

く，孤立していると推測され，消失する危

険性が高いと考えられる． 

Ｇ地域 

富山県南西部の山地に断続的に湿地がみ

られる地域である． 

調査①では，南部（2001）の目録にある

富山市科学博物館の収蔵標本

（TOYA-Am-3724）のラベルに記載されてい

る地点を既知生息地（G1）として調査した

が，生息は確認できなかった．G1の周辺は，

行楽・文化・観光施設ができるなど開発が

進んでおり，上記の標本が採集された当時

に比べて，環境は大きく変化している．そ

のような環境改変の影響により，G1と同地

に生息していた個体群はすでに消失した可

能性が高い． 

調査③では，既知生息地（G1）から約 1.5km

離れた２つの湿地からそれぞれ新たに生息

地（G2，G3）を確認した． G2，G3の周囲

には，本種の生息が期待できる環境が多く

存在していたが，他所からは確認できなか

った． G2，G3で確認できた卵嚢も少数で

あることから，個体数が少なく，生息密度

も希薄な地域だと考えられる． 
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Ｈ地域 

富山県南西部，山地の湿原とその周辺の

地域である．この湿原は川の源流部の谷間

に形成された勾配のほとんどない大きな湿

性地であり，多様な湿性植物が生育してい

る（富山県植生研究会，1990）． 

調査①では，生息を確認した． 

調査③では，湿原周辺の既知生息地（H1）

で卵嚢２対を確認したものの，湿原内の生

息地（H2）では確認できなかった．新たに

確認した生息地（H3）も湿原の外であった． 

南部（1996）は大きな湿原内で多数の卵

嚢を確認しているが，本調査では湿原内か

らは確認されず，周辺の湿地や林道脇の水

たまりでのみ確認した．筆者らが現地を訪

れた際，湿原内には，水深が認められない

場所が点在していた．過去と比べて乾燥化

などが進み，湿原内が本種の産卵に利用し

難い環境へと変化した可能性がある． 

 

おわりに 

各県のレッドデータブックによると，本

種の生息状況を脅している主な原因は，道

路の建設や拡幅，舗装工事，側溝の改修，

森林の伐採，湿地の埋め立てによる宅地開

発など，いわゆる人の生活や活動に伴う開

発である（長野県生物多様性研究会・長野

県自然保護研究所・長野県生活環境部環境

自然保護課，2004；富山県生活環境部自然

保護課，2012；岐阜県生活環境部環境企画

課，2018；新潟県県民生活・環境部 環境企

画課，2019）．今回調査した生息地の現況も

同様であり，その多くが人為的な開発によ

って悪影響を受けている．今回の調査から，

富山県内において，本種の生息地は限られ

た地域内に不連続に分布していることが示

唆された．それぞれの生息地内でも卵嚢数

が少なく，規模が小さいため，消滅が懸念

される生息地も多い．小規模な生息地の保

全は当然のことながら，種の存続を図る上

では，規模が大きく，安定した生息地の環

境を維持することが不可欠である． 

また，地域や生息地ごとに，本種の脅威

となっている事象は異なる．県内集団を一

様に扱うのではなく，環境変化等を注視し，

それぞれの環境や集団ごとに，それらの状

況に即した保護対策を実施していく必要が

ある． 

今後は近年生息が確認されている４地域

の生息状況と環境変化を把握するため，周

辺地域も含めたより詳細な調査が必要であ

る．また，未確認地域についても更なる調

査が必要である． 
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表１ 調査の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生息地No. 市町村 標高（ｍ） 調査日 確認物 文献名 確認日 確認物

A 生息を確認 A1 魚津市 170 ― ― 草間ほか（2018） 2017/3/29 成体オス1個体、成体メス1個体、幼体3個体、卵嚢10対

B1 立山町 850 ― ― 森ほか（2011） 2010/5/5 オス1、卵嚢3対

南部（1996） 1994/4/26，5/4，5/26 卵嚢26対

森ほか（2011） 2010/5/5 オス1、卵嚢2対

B3 立山町 900 ― ― 南部（1996） 1994/4/26 卵嚢19対＋2個

B4 上市町 800 ― ― 南部（2001） ― ― 富山市科学博物館に収蔵標本（TOYA-Am-4091,4092）あり（南部，2001）

C1 富山市 510 2021/4/29 卵嚢21対 南部（2001） ― ― 富山市科学博物館に収蔵標本（TOYA-Am-4035,4036）あり（南部，2001）

C2 富山市 520 2021/4/29 卵嚢7対 ― ― ―

C3 富山市 510 2021/4/29 卵嚢1対 ― ― ―

C4 富山市 520 2021/4/29 卵嚢9対 ― ― ―

D 生息を確認 富山市 1100～1400 ― ― ※1 ※2 ※2

E1 富山市 960 ― ― 森ほか（2020） 2019/6/2 卵嚢多数

E2 富山市 1020 ― ― 森ほか（2020） 2019/6/23 幼生多数

F 生息を確認 F1 富山市 1530 2021/6/20 卵嚢1対 南部（1996） 1984/7/6 卵嚢4対

G1 南砺市 670 2021/5/22 確認できず 南部（2001） ― ― 富山市科学博物館に収蔵標本（TOYA-Am-3724）あり（南部，2001）

G2 南砺市 750 2021/5/22 卵嚢1対 ― ― ―

G3 南砺市 760 2021/5/22 卵嚢7対 ― ― ―

H1 南砺市 1390 2021/6/14 卵嚢2対 南部（1996） 1988/6/15 卵嚢18対

H2 南砺市 1410 2021/6/14 確認できず 南部（1996） 1988/6/15 卵嚢17対

H3 南砺市 1400 2021/6/14 卵嚢19対 ― ― ―

※1：湯浅，1994；南部ほか，1996；南部，1996；森ほか，2012；森ほか，2013；森ほか，2014；森ほか，2015；森ほか，2018；森ほか，2019；森ほか，2020；澤田ほか，2021など

※2：数が多いので省略する．※1の各文献に記載されている．

地域

調査①

（2020年）

での確認

調査③（2021年）での確認 過去の文献記録
備考

―
森ほか（2001）での確認者である福田 保氏からの

聞き取りにより，南部（1996）と同地点と判断した

C 生息を確認

E 生息を確認

B 生息を確認
B2 立山町 850

G 生息を確認

H 生息を確認

―
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